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可能性も考察している。 


















ている。第 2 章では、本論文の基礎となる Kerr 時空について必要な事柄をまとめている。また、超弦




る。③ 超弦理論が示唆する重力理論におけるブラックホールは一般相対性理論から予想される Kerr 時
空とは異なるが、その違いが影観測から判別可能かどうかを解析している。 
第 3章においては、Einstein 方程式のブラックホール解である Kerr 時空について、その数学的性質
をまとめている。Kerr 時空は、重力崩壊により形成される現実的なブラックホールを表す解である。
単位質量あたりの角運動量 aと重力質量 Mの 2つのパラメータで記述される。この Kerr 時空が、事象
の地平線を持つブラックホールを表すには、a ≤ Mを満たす必要がある。この Kerr 限界を満たさない
場合、この解はブラックホールではなく裸の特異点を表す時空となる。そこで本研究では、候補天体が
裸の特異点の場合の影解析において、候補天体を表す時空として Kerr 解を用いている。 
この第 3 章では、後の影解析において重要となる測地線の保存量の存在や変数分離可能性について系
統的にまとめている。時空の Petrov 分類において、タイプ D 型は変数分離可能ということが知られて
いるが、それ以外のタイプに対してはまだよくわかっていない。著者は、超弦有効理論の回転ブラック
ホール解などのタイプ D 型以外の時空における変数分離可能性を解析するために、より一般的な時空を
扱っている。そして、前述の Kerr-Sen ブラックホール解が、タイプ D 型でないにも関わらず、既約 2
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